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○
北
冷
か
ら
の
報
告 

 

冷
蔵
庫
の
経
営
状
況
と
値
上

げ
に
つ
い
て
、
1
月
16
日
に 

説
明
会
を
開
催
す
る
と
の
報
告

が
な
さ
れ
た
。 

○
府
か
ら
の
報
告 

 

茨
木
市
の
事
業
活
動
支
援
給

付
金
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。 

再
整
備
基
本
計
画
（
た
た
き

台
）
の
説
明
会
を
1
月
13
日
に

行
う
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

○
衛
検
か
ら
の
報
告 

 

2
月
に
各
社
・
団
体
と
食
品
衛

生
検
査
業
務
検
討
会
を
実
施
す
る
。 

○
管
理
セ
ン

タ
ー

か
ら
の
報
告 

令
和
4
年
8
月
か
ら
12
月

で

5

件
の
同
一
犯
に
よ
る 

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
、

13
日
か
ら
19
日
の
入
場
禁
止

措
置
を
実
施
。 

 

7
日
に
茨
木
恵
美
須
神
社

に
マ
グ
ロ
と
野
菜
を
奉
納
。 

○
協
会
か
ら
の
報
告 

1
月
20
日
に
、
茨
木
警
察
署

の
交
通
課
か
ら
講
師
を
派
遣
し

て
も
ら
い
、
安
全
運
転
講
習
会

を
開
催
す
る
。 

依
然
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
な
ど
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。 

こ
う
い
っ
た

海
外
の
動
き

は 

と
も
か

く
、
我
々
業 

界
と
し
て
は
、
目
前
の
や
る 

べ
き
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て 

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

北
部
市
場
に
と
っ
て
、
今
年
は

開
場
45
周
年
と
い
う
節
目
の

年
で
あ
り
、
同
時
に
建
替
え
に

向
け
た
大
切
な
年
に
な
る
。 

い
つ
も
言
っ
て
い
る
が
、「
自
粛

は
し
て
も
萎
縮
は
す
る
な
」
と

い
う
姿
勢
で
何
事
に
も
取
り
組

み
た
い
。
令
和
5
年
が
北
部 

市
場
の
発
展
と
な
る
よ
う
皆
さ

ん
と
一
致
団
結
し
て
頑
張
っ
て

ま
い
る
所
存
。
」
と
新
年
の
挨
拶

を
さ
れ
た
。 

 

次
に
、 

中
村
場
長 

が
大
阪
府 

知
事
の
祝 

辞
（
次
頁 

に
掲
載
） 

を
代
読
さ 

れ
た
。  

○
年
末
の
市
況
報
告 

各
社
・
団
体
よ
り
標
記
の 

報
告
が
行
わ
れ
た
。 

総
じ
て
入
荷
量
が
少
な
く
、

そ
の
分
、
価
格
が
上
昇
す
る 

と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。 

絵：「まぐろ」 

常
駐
代
表
者
会
議 

標
記
会
議
（
三
木
博
司
議
長
）

が
、
新
年
互
礼
会
を
兼
ね
て
、

1
月
5
日
に
管
理
棟
7
階
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
議
事
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

 ○
新
年
の
挨
拶 

植
田
孝
市
場
協
会
理
事
長
が

出
席
さ
れ
、「
旧
年
中
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
た
が
、
現
在
も 

《初市入荷量》 

  
前年 令和 5年 

数量(kg) 数量(kg) 前年比 

野菜 416,500 449,500 107.9% 

果実 163,400 161,300 98.7% 

青果合計 579,900 610,800 105.3% 

生鮮 88,200 85,200 96.6% 

冷凍 6,000 8,200 136.7% 

加工 50,500 39,300 77.8% 

水産合計 144,700 132,700 91.7% 
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次
の
対
策
を
徹
底
し
、
消
毒
薬

等
の
化
学
物
質
に
よ
る
食
中
毒
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

 対
策 

☆
洗
浄
剤
、
殺
菌
剤
等
の
薬
剤
は
、

保
管
場
所
を
決
め
、
食
品
と
同
じ

場
所
に
置
か
な
い
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

   

☆
洗
浄
作
業
中
の
調
理
器
具
は 

置
き
場
所
を
決
め
、
注
意
喚
起
の

メ
モ
を
貼
る
な
ど
従
業
員
全
員
が

わ
か
る
よ
う
に
す
る
。 

☆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
瓶
等
を

再
利
用
す
る
と
き
は
、
ラ
ベ
ル
を

取
り
除
き
、
容
器
包
装
に
内
容
物

の
名
称
を
記
入
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

  

参
考 令

和
３
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た

改
正
食
品 

衛
生
法
施 

行
規
則
で 

は
、
下
記 

の
と
お
り 

定
め
ら
れ 

て
い
ま
す
。 

食
中
毒
は
、
細
菌
性
や
ウ
イ
ル

ス
性
の
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
消
毒
薬
等
の
化
学
物
質
を 

原
因
と
す
る
食
中
毒
も
例
年
発
生

し
て
い
ま
す
。 

 

【
事
例
① 

漂
白
剤
入
サ
ワ
ー
】 

サ
ワ
ー
シ
ロ
ッ
プ
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
「
殺
菌
」
と
手
書
き
し
、 

漂
白
剤
の
容
器
と
し
て
再
利
用
。

通
常
は
シ
ン
ク
付
近
に
保
管
し
て

い
た
が
、
事
件
当
日
は
他
の
食
材

と
一
緒
に
冷
蔵
庫
内
に
入
れ
ら
れ

て
い
た
た
め
、
サ
ワ
ー
シ
ロ
ッ
プ

と
誤
っ
て
使
用
し
提
供
（
令
和
３

年
４
月
） 

 

【
事
例
② 

除
菌
洗
浄
剤
入
茶
漬
】 

焦
げ
つ
か
せ
た
鍋
に
洗
浄
剤
を

入
れ
、
だ
し
汁
の
入
っ
た
鍋
の
横

に
放
置
。
別
の
配
膳
係
が
洗
浄
剤

を
だ
し
汁
と
誤
っ
て
茶
漬
と
し
て

提
供
（
平
成
30
年
11
月
） 

 

【
事
例
③ 

油
洗
浄
剤
入
い
も
煮
】 

食
用
油
と
よ
く
似
た
容
器
・
色

の
油
専
用
洗
浄
剤
を
食
用
油
と 

間
違
え
、
い
も
煮
の
調
理
に
使
用

し
て
提
供
（
平
成
20
年
11
月
） 

い
ず
れ
の
事
件
も
薬
剤
の
誤
使

用
に
よ
る
も
の
で
す
。
薬
剤
の
保

管
場
所
は
決
め
て
い
ま
す
か
？
作

業
場
に
何
が
入
っ
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
洗
浄
中
の
鍋
等
を
不
用

意
に
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

令和 5 年 1月 27 日（8） 市場だより 

来
月
の
お
知
ら
せ 

〇
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会 

 

2
月
17
日
（
金
）
に
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

奮
っ
て
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

○
食
品
衛
生
検
査
業
務
検
討
会 

標
記
検
討
会
を
食
品
衛
生 

検
査
所
と
食
品
衛
生
部
会
と
の

共
催
で
、
場
内
業
者
対
象
に
、

2
月
中
で
4
回
開
催
し
ま
す
。 

 

○
府
議
会
2
月
定
例
会 

2
月
22
日
よ
り
開
催
さ
れ

る
標
記
に
お
い
て
、
令
和
5
年

度
の
市
場
の
予
算
案
が
審
議
さ

れ
ま
す
。 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
28

年
と
な
る
1
月
17
日
、
地
震
等

の
災
害
発
生
時
に
、
場
内
事
業

者
か
ら
場
内
の
被
害
情
報
を

府
・
管
理
セ
ン

タ
ー

に
集
約
す
る
伝
達

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 

伝
達
訓
練 

 

B

C

P 

    

防
ご
う   

化
学
物
質
に
よ
る
食
中
毒 

卸
売
業
者
取
扱
高 

《

12

月
・
単
月

》 

《

4

月
～

12

月
・
累
月

》 

 種  類 数 量 

(トン) 

前年比 

(%) 

金 額 

(千円) 

前年比 

(%) 

 

青 果 

野   菜 9,821 93.7 1,954,068 91.7 

果   実 4,947 94.9 2,230,901 101.7 

小   計 14,769 94.1 4,189,968 96.8 

 

 

水産物 

生鮮水産物 1,242 79.4 1,903,329 103.6 

冷凍水産物 283 97.9 639,044 107.1 

加工水産物 865 82.6 1,320,265 109.3 

冷 凍 食 品 281 84.6 182,059 91.5 

小   計 2,671 82.6 4,044,696 105.3 

総     計 17,439 92.1 8,234,665 100.8 

 

 種  類 数 量 

(トン) 

前年比 

(%) 

金 額 

(千円) 

前年比 

(%) 

 

青 果 

野   菜 82,016 93.4 17,958,941 99.3 

果   実 35,597 93.4 15,068,235 102.6 

小   計 117,612 93.4 33,027,175 100.8 

 

 

水産物 

生鮮水産物 11,258 82.7 12,296,345 106.3 

冷凍水産物 1,731 94.0 2,690,481 107.7 

加工水産物 7,006 85.3 8,789,062 98.6 

冷 凍 食 品 2,504 85.8 1,359,391 88.6 

小   計 22,499 84.6 25,135,279 102.5 

総    計 140,111 91.9 58,162,454 101.5 

 

 

 

大阪府新型コロナウイルス対策本部会議からの要請 
 （令和 4年 12月 27日から当面の間）  

 
 

 
【府民の皆様へ】 

○感染防止対策（３密の回避、マスク着用、手洗い、こまめな換気等）

の徹底  

○早期のワクチン接種（こどものワクチン接種を含む）を検討すること 

○新型コロナウイルスと季節性インフルエンザとの同時流行に備え、

高齢者等はインフルエンザワクチン接種を検討すること 

○高齢者の命と健康を守るため、高齢者及び同居家族等日常的に 

接する方は、感染リスクが高い場所への外出・移動を控えること 

〇旅行等都道府県間の移動は、感染防止対策を徹底し、移動先での

感染リスクの高い行動を控えること 

○高齢者施設での面会時は、感染防止対策を徹底すること 

○高齢者の同居家族が感染した場合、高齢者の命を守るため、感染

対策が取れない方は積極的に宿泊療養施設において療養すること 

○会食を行う際は、以下のルールを遵守すること 

・ゴールドステッカー認証店舗を推奨 ・マスク会食の徹底 

 
【企業の皆様へ】 

○オミクロン株対応ワクチンの早期接種を検討するよう周知徹底する

こと 

○療養証明・陰性証明の提出を求めないよう周知徹底すること  

○在宅勤務（テレワーク）の活用、時差出勤、自転車通勤等、人との 

接触を低減する取組みを進めること  

○休憩室、喫煙所、更衣室などでマスクを外した会話を控えること  

○高齢者や基礎疾患を有する方等、重症化リスクのある従業者、  

妊娠している従業者、同居家族に該当者がいる従業者について、 

テレワークや時差出勤等の配慮を行うこと  

○業種別ガイドラインを遵守すること 

（
別
表
第
十
七
抜
粋
） 

洗
浄
剤
、
消
毒
剤
そ
の
他
化
学

物
質
に
つ
い
て
は
、
取
扱
い
に
十

分
注
意
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
そ
れ
ら
を
入
れ
る
容
器
包

装
に
内
容
物
の
名
称
を
表
示
す
る

等
食
品
又
は
添
加
物
へ
の
混
入
を

防
止
す
る
こ
と
。 

（
別
表
第
十
九
抜
粋
） 

施
設
で
使
用
す
る
洗
浄
剤
、
殺

菌
剤
等
の
薬
剤
は
、
食
品
等
と
区

分
し
て
保
管
す
る
設
備
を
有
す
る

こ
と
。 

 

 

 
 

洗剤 

 

漂白剤 

!! 



 

  

16
日
の
午
前
、
青
果
と
水
産
の 

事
業
者
を
対
象
に
、
冷
蔵
庫
の
料
金

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
府
も
同
席
の 

う
え
、
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

北
冷
か
ら
、
電
気
代
高
騰
に
対
応

す
る
た
め
4
月
よ
り
、
保
管
料
及
び

荷
役
料
に
つ
い
て
、
本
棟
は
20

%
、

高
架
下
と
西
は
10

%
の
さ
ら
な
る

値
上
げ
を
お
願
い
し
た
い
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。 

利
用
者
か
ら
、
「
仲
卸
の
経
営
状

況
は
厳
し
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

府
で
支
援
で
き
な
い
の
か
。
」
と
い
っ

た
意
見
の
ほ
か
、
「
な
ぜ 

老
朽
化 

し
た
冷
蔵
庫
の
家
賃
が
下
が
ら
な
い

の
か
。
」
「
電
気
代
だ
け
を
別
に
切
り

出
せ
な
い
の
か
。」
と
い
っ
た
質
問
が

出
ま
し
た
。 

府
か
ら
は
、
「
す
で
に
支
援
を 

実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
の
電
気
代

高
騰
分
と
来
年
度
見
込
ま
れ
て
い
る

分
を
合
わ
せ
て
も
5
割
以
上
の
額

を
支
援
し
て
い
る
。
老
朽
化
に
伴
う 

大
規
模
改
修
に
加
え
て
、
売
上
高
の

減
少
に
よ
り
使
用
料
の
前
提
と
し
て

い
た
収
入
が
減
少
、
多
額
の
累
積 

赤
字
の
存
在
な
ど
も
あ
り
、
使
用
料

は
下
げ
ら
れ
な
い
。」
と
い
っ
た
話
が

な
さ
れ
ま
し
た
。 

（7）市場だより 令和 5 年 1月 27 日 

標
記
互
礼
会
が
1
月
5
日

の
4
時
40
分
よ
り
、
せ
り
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

吉
田
水
産
物
卸
協
同
組
合 

副
理
事
長
の
司
会
の
も
と
、 

 

花
木
㈱
大
水
北
部
支
社
長
が

「
昨
年
は
厳
し
い
環
境
が
続
い

た
が
、
今
年
は
必
ず
改
善
す
る

と
信
じ
て
頑
張
ろ
う
」
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。 

      

続
い
て
中
村
場
長
が
「
今
年

は
、
建
て
替
え
再
整
備
の
基
本

計
画
策
定
に
取
り
組
む
。
」
と
い

っ
た
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
川
辺
㈱
う
お
い
ち 

北
部
支
社
長
の
音
頭
に
よ
り
、

ジ
ュ
ー
ス
・
コ
ー
ヒ
ー
に
よ
る

乾
杯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
令
和
5
年
の
初
競
り
が
5

日
早
朝
4
時
15
分
か
ら 

行

わ
れ
ま
し
た
。 

○
概
算
整
備
費
と
使
用
料 

整
備
費
は
約
700
億
円
と
見

積
も
ら
れ
、
こ
れ
に
50
年
間
の

市
場
管
理
運
営
費
を
加
え
た 

総
事
業
費
を
ま
か
な
う
た
め
に

は
、
現
在
の
使
用
料
の
概
ね
1.4

倍
か
ら
1.5
倍
を
50
年
間
徴
収

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
試
算 

結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 〇
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

青
果
・
水
産
分
棟
の
場
合
、

最
短
で
令
和

10

年
に
工
事  

着
手
し
、
令
和
16
度
中
に
全
面

開
業
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。 

 〇
そ
の
他 

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
、

環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
や

ICT
等
を
活
用
し
た
物
流
効
率

化
、
さ
ら
に
民
活
事
業
手
法
や

府
民
に
開
か
れ
た
市
場
づ
く
り

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
1
月
下
旬
か
ら
始

ま
る
再
整
備
検
討
会
議
や
分
科

会
で
、
場
内
事
業
者
と
意
見  

交
換
が
進
め 

ら
れ
、
秋
頃 

を
目
途
に
意 

見
集
約
・
関 

係
者
の
合
意 

を
図
り
、 

来
年
度
末
に 

計
画
を
完
成 

さ
せ
る
予
定 

と
の
こ
と
で 

す
。 

 

水
産
新
年
互
礼
会 

マ
グ
ロ
の
初
競
り 

 

令
和
5
年
1
月
13
日
に
管

理
棟
7
階
大
会
議
室
で
、
市
場

再
整
備
基
本
計
画
（
た
た
き
台
）

に
つ
い
て
開
設
者
か
ら
の
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
イ

ン
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 ○
機
能
と
施
設
規
模 

現
在
の
取
引
形
態
等
を
踏
ま

え
、
卸
売
場
や
仲
卸
売
場
の 

 

必
要
面
積
を
精
査
す
る
と
と
も

に
、
不
足
す
る
荷
捌
場
や
低
温

保
管
施
設
等
の
面
積
を
充
実
さ

せ
る
ほ
か
、
ハ
ブ
市
場
化
に 

 

必
要
な
荷
捌
き
、
積
替
え
、 

  

転
配
送
な
ど
の
機
能
強
化
に
必

要
な
面
積
を
確
保
す
る
と
の 

こ
と
で
す
。 

 ○
余
剰
地
活
用 

施
設
規
模
の
適
正
化
や
施
設

配
置
の
工
夫
に
よ
り
創
出
し
た

余
剰
地
を
民
間
事
業
者
に
賃
貸

す
る
こ
と
で
、
建
替
え
費
用
の

財
源
と
し
、
市
場
の
使
用
料
の

引
上
げ
抑
制
に
つ
な
げ
た
い 

と
の
こ
と
で
す
。 

 ○
ゾ
ー
ニ
ン
グ 

青
果
・
水
産
を
別
棟
で
各
3

階
建
て
と
す
る
案
や
、
青
果
・

水
産
を
一
棟
で
2
階
建
て
と

す
る
案
、
青
果
・
水
産
を
別
棟

で
1
階
建
て
と
し
、
そ
の
上
に

民
間
収
益
施
設
を
合
築
す
る
案

の
3
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

市
場
再
整
備
の
検
討 

発
表
会 

1
月
17
日
、
大
阪
成
蹊
大
学

食
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
2
年
生
26

名
が
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
型
学

習
）
の
と
り
ま
と
め
を
同
大
学
内

で
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
の
Ｐ
Ｂ

Ｌ
は
、
「
新
し
い
青
果
物
売
場
を

作
っ
て
み
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に

販
売
促
進
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
事
前 

学
習
（
市
場
概
要
、
異
物
混
入  

対
策
、
陳
列
技
術
、
POP
理
論
等
）

及
び
事
前
リ
サ
ー
チ
（
客
層
、  

野
菜
の
時
期
等
）
を
も
と
に  

「
鍋
物
フ
ェ
ア
売
場
」
を
企
画
。

京
阪
百
貨
店
す
み
の
ど
う
店
に

お
い
て
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
品
出

し
、
店
頭
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
売
場
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
結
果
、
販
売
額
が
増
加
す

る
な
ど
の
効
果
が
見
ら
れ
た  

一
方
で
、
品
出
し
や
接
客
の
改
善

点
な
ど
が
判
明
し
ま
し
た
。 

林
田
商
店
並
び
に
府
か
ら
は
、 

売
場
の
工 

夫
に
気
付 

く
た
め
の 

着
眼
点
や
、 

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の 

経
験
を
活 

か
す
ヒ
ン 

ト
な
ど
が 

講
評
さ
れ 

ま
し
た
。 

（
協
力
：
林
田
商
店
） 
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何
は
と
も
あ
れ
戦
争
が
一
日

も
早
く
収
束
す
る
こ
と
、
皆
様
の

本
業
が
昨
年
を
大
き
く
上
回
る

盛
況
を
実
現
す
る
こ
と
、
そ
し

て
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と

で
、
市
場
の
各
種
行
事
を
簡
素
化

す
る
こ
と
は
止
む
を
得
な
い 

と
こ
ろ
で
す
が
、
全
て
の
行
事
が

支
障
な
く
進
め
ら
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

結
び
に
あ
た
り
、
大
阪
府
、 

茨
木
市
、
国
会
議
員
、
府
議
会 

議
員
各
位
の
ご
指
導
・
ご
支
援
、

市
場
関
係
各
位
の
ご
協
力
を 

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
、
良
い
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

市場だより（2） 第 371 号 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
5
年
の

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た 

当
協
会
に
対
す
る
ご
支
援
・
ご 

協
力
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
を  

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
気

候
変
動
に
よ
る
局
地
的
大
雨
な

ど
が
多
く
、
被
災
地
の
皆
様
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ 

ま
す
。 

そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
で
す
。 

ワ
ク
チ
ン
の
登
場
に
よ
り 

重
症
化
リ
ス
ク
は
減
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
の
も
と
、
特
に
食
品
を
扱
う

我
々
に
は
、
引
き
続
き
注
意
深
い

取
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

戦
争
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー 

価
格
の
高
騰
な
ど
コ
ス
ト
高
の

圧
力
が
強
ま
る
な
か
で
、
飲
食
店

を
始
め
と
す
る
多
数
の
納
入
先

が
経
営
悪
化
し
て
お
り
、
当
市
場

内
事
業
者
に
と
っ
て
も
厳
し
い 

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
6
月
、
私
の
盟
友

で
あ
り
、
当
市
場
を
長
ら
く
牽
引

し
て
く
れ
た
山
口
前
管
理
セ
ン

タ
ー

社

長
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
初

の
市
場
へ
の
指
定
管
理
制
度
の

導
入
な
ど
数
々
の
実
績
を
残
さ

れ
た
同
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た 

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
正
念
場
を 

迎
え
る
市
場
、
ひ
い
て
は
府
に 

と
っ
て
も
大
き
な
痛
手
で
す
。 

昨
年
は
な
か
な
か
前
に
進
み

難
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
が
、 

府
民
の
食
を
支
え
る
公
的
施
設

と
し
て
、
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
わ

け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。 

一
昨
年
10
月
に
、
吉
村
知
事

が
府
議
会
で
建
替
え
に
向
け
た

検
討
を
表
明
さ
れ
、
昨
年
は
府
に

お
い
て
基
本
計
画
の
検
討
が  

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、  

開
場
45
周
年
を
迎
え
る
記
念
す

べ
き
年
で
あ
り
、
ま
た
、
建
替
え

に
向
け
た
基
本
計
画
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
る
年
と
な
り
ま
す
。 

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
な
ど  

当
市
場
の
強
み
を
最
大
限
に  

発
揮
し
、
将
来
の
市
場
の
発
展
、

ひ
い
て
は
府
民
へ
の
最
大
限
の

貢
献
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
府
と

と
も
に
我
々
も
一
致
団
結
し
て

こ
の
難
題
に
取
り
組
む
所
存 

で
す
。 

今
年
の
干
支
は
「
卯
」。
兎
の
如

く
、
景
気
が
上
向
き
に
跳
ね
る
、

回
復
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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新
年
の
ご
挨
拶 

                      
         

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
協
会
理
事
長 

植
田 

孝 

に
向
け
た
土
台
づ
く
り
に
果
敢

に
挑
戦
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
大
阪
府
中
央
卸
売
市
場

は
、
今
年
で
開
設
45
年
の
節
目

を
迎
え
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
等
に

よ
る
府
民
の
消
費
行
動
の
変
化

に
加
え
、
流
通
形
態
の
多
様
化
や

情
報
通
信
技
術
の
急
速
な
進
展

な
ど
、
市
場
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
現
市
場
の
強

み
を
生
か
し
な
が
ら
、
食
品
流
通

の
一
大
拠
点
と
し
て
様
々
な  

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
新
市
場

を
め
ざ
し
て
、
昨
年
４
月
か
ら
、

民
間
資
本
を
活
用
し
た
建
替
え

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

            

大
阪
府
知
事 

 

 

昨
年
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に

加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
や
物
価
高
騰

な
ど
が
私
た
ち
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。 

本
府
で
は
、
府
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
最
大
の
使
命

と
し
て
、
感
染
防
止
対
策
や
物
価

高
騰
対
策
を
切
れ
目
な
く
実
施

し
、
府
民
や
事
業
者
の
皆
様
と
と

も
に
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て  

き
ま
し
た
。 

一
方
で
、

2025
年
の
「
大
阪
・ 

 

関
西
万
博
」
の

1,000
日
前
イ
ベ
ン

ト
や
、
御
堂
筋
オ
ー
タ
ム
パ
ー
テ

ィ
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
大
阪
の
街
に
も
に
ぎ
わ
い

が
戻
っ
て
き
た
１
年
で
し
た
。 

2023
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
へ
の 

 

対
策
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
、 

  

さ
ら
な
る
大
阪
の
成
長
・  

飛
躍

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
、 

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

市
場
関
係
者
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
々
、
生
鮮
食
料

品
の
安
定
供
給
に
大
変
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く 

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

再
整
備
の
具
体
的
な
検
討
を  

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
と
も
、
府
市
場
が
、
大
阪

の
成
長
・
発
展
の
基
盤
と
な
る 

都
市
イ
ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
い
、

府
民
へ
の
安
全
・
安
心
な
生
鮮 

食
料
品
の
安
定
供
給
の
機
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
と
と
も
に
、
建
替
え
再
整
備

に
向
け
た
検
討
を
精
力
的
に  

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
実
り
あ
る
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

（3）市場だより 令和 5 年 1月 27 日 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

市
場
関
係
者
の
皆
さ
ま
に  

お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
、
生
鮮

食
料
品
の
安
定
供
給
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
平
素
か
ら
大
阪
府 

中
央
卸
売
市
場
の
運
営
に
つ
き

ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ 

ま
す
。 

 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
収
束
し
な
い
中
、 

世
界
情
勢
の
不
安
定
化
や
急
激

な
円
安
に
よ
る
農
水
産
物
の 

輸
入
量
の
減
少
、
物
価
の
高
騰
な

ど

、

厳

し

い

状

況

が

続

き 
 

 
ま
し
た
。 

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の

行
動
制
限
が
一
部
緩
和
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
街
の
賑
わ
い
も 

一
定
戻
り
つ
つ
あ
り
、
明
る
い 

兆
し
が
見
え
始
め
た
と
こ
ろ 

で
す
。 

 

今
年
は

癸
み
ず
の

卯 と
う

の
年
に
あ
た

り
、
「
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
を

結
び
、
勢
い
よ
く
成
長
し
飛
躍 

す
る
よ
う
な
年
に
な
る
」
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し

い
状
況
の
続
い
た
市
場
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
大
き
く 

飛
躍
す
る
年
に
な
る
よ
う
、
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。 

さ
て
、
当
市
場
は
、
本
年
5
月

で
開
設
か
ら

45

年
の
節
目
を 

迎
え
ま
す
が
、
市
場
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に 

加
え
、
生
鮮
食
料
品
の
流
通
構
造

も
年
々
高
度
化
、
複
雑
化
し
て 

お
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
情
勢

の
大
き
な
変
化
に
対
応
す
る 

た
め
、
現
市
場
の
強
み
を
生
か
し

な
が
ら
、
食
品
流
通
の
一
大
拠
点

と
し
て
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
新
た
な
市
場
を
め
ざ
し
、

昨
年
4
月
か
ら
再
整
備
基
本
計

画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

本
年
は
、
場
内
事
業
者
の
皆
さ

ま
と
本
格
的
な
議
論
を
重
ね
な

が
ら
、
令
和
５
年
度
末
に
向
け 

計
画
の
成
案
化
を
め
ざ
し
て 

ま
い
り
ま
す
。 

 

本
年
も
、
大
阪
府
中
央
卸
売 

市
場
が
そ
の
機
能
を
十
分
に 

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
府
民
の 

皆
さ
ま
へ
安
全
、
安
心
な
生
鮮 

食
料
品
を
安
定
的
に
供
給
で
き

る
よ
う
、
市
場
関
係
者
の
皆
さ
ま

方
と
一
体
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き 

 

続
き
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
               

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
長 

中
村 

昌
也 

十
分
に
協
議
・
連
携
し
、
次
世
代

に
胸
を
張
っ
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

が
で
き
る
も
の
と
な
り
ま
す
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

翻
っ
て
、
管
理
セ
ン

タ
ー

に
お
き
ま
し

て
は
、
昨
年
は
指
定
管
理
者
と
し

て
第
3
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
ま
た
、
市
場
の
管
理
運
営 

業
務
を
担
い
足
掛
け
11
年
に
な

り
ま
す
。
こ
の
間
、
常
に
市
場
関

係
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
、
効
率
的
に
事

務
事
業
を
執
行
す
る
と
と
も
に
、

市
場
の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
、

府
市
場
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る

市
場
活
性
化
事
業
を
ハ
ー
ド
・ 

ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
っ
て
積
極

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組

み
は
、
弁
護
士
等
で
構
成
さ
れ
る

産
を
失
っ
た
残
念
な
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
中
、
全
取
締
役
の
ご

推
挙
を
受
け
、
ま
た
、
山
口
さ
ん

と
の
生
前
の
ご
厚
誼
を
も
っ
て

後
任
の
代
表
取
締
役
と
い
う 

大
役
を
お
受
け
い
た
し
ま
し
た
。 

開
場
45
周
年
と
い
う
新
し
い

年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
決
意
を

新
た
に
し
、
同
氏
の
意
志
を
受
け

継
ぎ
、
市
場
の
更
な
る
発
展
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

同
氏
が
提
唱
し
、
長
年
の
悲
願

で
あ
り
ま
し
た
市
場
の
全
面
建

替
え
に
つ
い
て
は
、
去
る
13
日
、

そ
の
基
本
計
画
の
大
綱
と
も
い

う
べ
き
「
た
た
き
台
」
が
府
か
ら

示
さ
れ
、
今
後
、
各
分
科
会
に
お

い
て
核
心
に
迫
る
議
論
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。 

新
市
場
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
机
上
の
図
面
で
は
な
く
、 

場
内
事
業
者
を
始
め
市
場
関
係

者
の
使
う
側
の
意
見
や
ニ
ー
ズ

を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。
府
議
会
で
も
提
言
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
数
十
年
先
を

見
据
え
た
全
国
に
類
を
見
な
い

魅
力
あ
る
市
場
と
な
り
ま
す
よ

う
、
府
を
始
め
と
す
る
関
係
先
と

先
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

と
の
戦
い
の
中
、
年
末
に
は
森
保

ジ
ャ
パ
ン
の
快
挙
と
い
う
明
る

い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、 

6
月
に
は
半
世
紀
以
上
に
亘
り

盟
友
と
し
て
公
私
と
も
親
交
の

あ
っ
た
山
口
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
、

痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
し
た
。 

開
場
以
来
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
り
ま
す
市
場
の
全
面

建
て
替
え
と
い
う
重
要
な
時
に

当
た
り
、
市
場
に
と
り
ま
し
て
も

何
者
に
も
代
え
難
い
貴
重
な
財

「
指
定
管
理
者
評
価
委
員
会
」
に

お
き
ま
し
て
、
す
べ
て
の
評
価
項

目
で
最
高
ラ
ン
ク
の
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

オ
ー
ル
府
庁
で
初
め
て
と
な
る

快
挙
で
あ
り
、
国
や
他
市
場
か
ら

も
先
進
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

卯
年
は
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
に
最
適
な
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
成
果
に
甘

ん
じ
る
こ
と
な
く
、
初
心
に
立
ち

返
り
、
一
層
の
緊
張
感
を
も
っ
て

市
場
運
営
に
取
り
組
み
、
市
場
の

「
新
し
い
景
色
」
が
見
ら
れ
る
よ

う
全
力
投
球
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

市
場
の
新
し
い
景
色
を
夢
見
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                                            

植
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第 371 号 市場だより（6） 

 

協
会
（
植
田
孝
理
事
長
）
で

は
、
商
売
繁
盛
を
祈
念
し
て
、

1
月
7
日
の
早
朝
、
茨
木
恵
美

須
神
社
に
、
16
回
目
と
な
る 

招
福
大
マ
グ
ロ
と
青
果
物
（
メ
ー

ク
イ
ン
、
玉
ね
ぎ
、
白
菜
、
り
ん
ご
、
み

か
ん
）
を
奉
納
し
ま
し
た
。 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

旧
年
中
は
場
内
の
皆
様
方
に
は

当
社
の
業
務
運
営
に
ご
理
解
、 

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り 

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
ア
メ
リ
カ
で
の
大
谷
選

手
の
活
躍
や
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
の
ド
ー
ハ
の
歓
喜
な
ど

日
本
人 

ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
に

湧
い
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
未
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
の
終
息
は
見
え
ず
、 

 

異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
、
と
り
わ

け
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻 

以
降
円
安
も
伴
い
、
食
品
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
全
体
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
大
多
数
の
物
が
値
上
げ
さ
れ
る

な
ど
、
生
活
の
隅
々
の
物
ま
で
世

界
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い 

知
ら
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

と
り
わ
け
当
社
と
し
ま
し
て
は

原
油
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
高
騰

に
よ
る
電
気
代
値
上
げ
の
影
響
を

も
ろ
に
受
け
経
営
自
体
が
危
ぶ
ま

れ
る
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

改
め
て
関
係
者
の
意
見
を
聴
い
た

と
こ
ろ
、
市
場
に
冷
蔵
庫
は
必
要
、

事
業
形
態
は
変
え
な
い
な
ど
の 

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、 

経
営
継
続
に
向
け
、
更
な
る
保
管

料
、
荷
役
料
、
貸
倉
庫
料
の
大
幅
な 

値
上
げ
を
お
願
い
せ
ざ
る
負
え
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
社
を
取
り
ま
く
環
境
は
、 

仲
卸
の
減
少
や
当
社
売
上
に
直
結

す
る
市
場
取
扱
い
数
量
の
減
少
、

さ
ら
に
は
電
気
代
金
の
更
な
る 

値
上
げ
と
残
念
な
が
ら
厳
し
い 

状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
公
的
役
割
を

担
う
中
央
卸
売
市
場
の
基
盤
と 

な
る
冷
蔵
庫
の
存
続
に
向
け
て 

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
係 

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

       

1
月
11
日
の
9
時
半
頃
、

地
元
茨
木
神
社
の
恵
美
須
講
の

福
娘
5
人
を
は
じ
め
「
宝
惠

籠
」
一
行
約
30
人
が
来
場
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
今
村
恵
美
須
講

元
か
ら
訪
問
の
挨
拶
が
あ
り
、

次
に
中
村
場
長
が
一
行
に
歓
迎

の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 そ

の
後
、
一
行
は
打
ち
鳴
ら
さ

れ
る
太
鼓
と
鉦
に
合
わ
せ
、「
商

売
繁
盛
で
笹
も
っ
て
こ
い
」
の

掛
け
声
を
響
か
せ
な
が
ら
、  

青
果
卸
売
場
か
ら
水
産
卸
売
場

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。 

 

ご
祝
儀
の
申
し
出
の
際
に

は
、
福
娘
か
ら
奉
納
者
に
福
笹

が
手
渡
さ
れ
、
今
年
一
年
の 

 

「
招
福
来
幸
・
商
売
繁
盛
」
を

祈
念
し
て
関
係
者
全
員
で
一
本

締
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

茨
木
神
社
で
奉
納
祈
願 

宝
惠
籠
の
場
内
巡
行 
奉

納

品

は

、

大

庄

水

産   
（
山
口
達
也
社
長

）
と
青
果
卸
売

協
同
組
合
（
西
田
景
典
理
事
長
）
に

お
世
話
い
た
だ
い
た
も
の
で
、

午
前
8
時
に
、
法
被
姿
の
関
係

者

15

人
が
恵
美
須
神
社
の  

拝
殿
に
運
び
込
み
ま
し
た
。 

奉
納
式
で
は
、
関
係
者
が 

参
列
す
る
中
、
宮
司
の
お
祓
い
、

祝
詞
に
続
い
て
代
表
者
が
玉
串

を
奉
奠
し
、
全
員
で
商
売
繁
盛

を
祈
願 

し
ま
し
た
。 

 
 

 

20
日
に
、
管
理
棟
7
階
の 

大
会
議
室
で
、
11
時
よ
り
30
名

弱
が
参
加
し
て
、
茨
木
警
察
署 

交
通
課
の
平
木
係
長
を
講
師
に

お
招
き
し
、
標
記
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

係
長
か
ら
は
、
事
故
の
発
生 

状
況
と
最
近
の
事
故
の
発
生
例
、

そ
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
話
が

あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
実
際
の 

事
故
の
映
像
を
使
っ
た
説
明
に

は
、
受
講
者
か
ら
驚
き
の
声
が 

出
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
食
品
流
通
セ
ン

タ
ー

の
物
流

施
設
の
稼
働
に 

よ
り
、
ト
ラ
ッ 

ク
が
増
加
す
る 

こ
と
に
つ
い
て
、 

警
察
と
し
て
も 

注
視
し
て
取
り 

組
む
と
の
話
が 

あ
り
ま
し
た
。 

安
全
運
転
講
習
会 
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（5）市場だより 令和 5 年 1月 27 日 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

あ
げ
ま
す
と
共
に 

旧
年
中
に
賜

り
ま
し
た
ご
厚
情
に
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
残
る
中
、 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、 

円
安
に
よ
る
物
価
上
昇
等
、
世
界

情
勢
は
、
一
気
に
不
安
定
感
を 

増
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

我
々
水
産
業
界
に
お
い
て
も
、

円
安
に
よ
る
輸
入
商
材
の
価
格 

高
騰
に
加
え
、
温
暖
化
、
諸
外
国
と

の
競
合
、
国
内
水
産
物
の
漁
獲 

不
安
定
等
に
よ
り
、
異
常
な
迄
の

魚
価
の
高
騰
を
招
き
、
非
常
に 

厳
し
い
、
変
化
の
激
し
い
一
年
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
市
場
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
水
産
物
の
生
産
、
流
通
、

消
費
に
至
る
迄
、
世
界
規
模
で 

よ
り
一
層
の
変
化
、
多
様
化
が 

進
む
で
し
ょ
う
。
我
々
は
、
こ
の
様

な
変
化
を
確
実
に
捉
え
、
迅
速
な

対
応
を
図
る
事
を
念
頭
に
置
い
た

「
考
動
」
を
す
る
事
を
重
視
し
、 

生
鮮
食
料
品
の
安
定
供
給
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。 

 

一
方
、
府
市
場
は
、
本
年
、
開
場

45
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
い
よ
い

よ
市
場
施
設
建
替
え
を
前
提
と
し

た
再
整
備
基
本
計
画
の
検
討
が 

開
始
さ
れ
ま
す
。 

大
阪
府
・
管
理
セ
ン

タ
ー

様
を
基
軸
と

し
、
市
場
関
係
者
の
皆
様
方
と 

協
力
し
、
食
品
流
通
の
拠
点
と
し

て
、
府
市
場
の
利
点
を
生
か
し
、 

将
来
の
変
化
に
も
対
応
出
来
る 

市
場
つ
く
り
に
も
貢
献
出
来
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

結
び
に
、
本
年
も
皆
様
方
に
は

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
指
導
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご 

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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大
水
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役
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北
部
支
社
長 

花
木 

章
男 

本
年
も
、
安
全
・
安
心
な
生
鮮
食

料
品
の
安
定
供
給
に
つ
い
て
府
民

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
流
通 

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
方
に 

と
っ
て
よ
り
よ
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

大
阪
府
青
果
卸
売
協
同
組
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事
長 
西
田 

景
典 

 
 

 
 

 

大
阪
府
水
産
物
卸
協
同
組
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事
長 

榎
本 

昭
弘 

令
和
5
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
に 

お
か
れ
ま
し
て
は
恙
な
く
ご
家
族

お
揃
い
で
健
や
か
に
新
春
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

昨
年
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
「
村
上

様
」
や
「
歓
喜
」
な
ど
大
き
な
希
望

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
第
8
波
に
加
え
、

円
安
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
な
ど
経

営
の
足
か
せ
に
な
る
新
た
な
事
態

《新年特集》常駐代表者からの新年のご挨拶 

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
の

ご
高
誼
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る 

影
響
で
エ
ネ
ル
ギ―

の
需
要
と 

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
エ
ネ

ル
ギ―

価
格
が
高
騰
し
世
界
の 

情
勢
は
混
迷
を
深
め
、
我
が
国
も

電
気
・
ガ
ス
等
の
値
上
げ
に
よ
り

国
民
の
生
活
に
も
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
未
だ
に 

変
異
株
に
よ
り
悩
ま
さ
れ
落
ち
着

き
の
な
い
生
活
で
す
が
、
今
後
は

「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」
に
向
け
て 

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
的
な
接
種
や 

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
行
い 

社
会
経
済
活
動
を
回
し
て
い
く
事

も
当
然
重
要
に
成
っ
て
い
く
と 

考
え
ま
す
。 

最
後
に
、
本
市
場
に
つ
き
ま
し

て
は
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
府
に
お
い
て
建
替
え
に
向
け

た
基
本
計
画
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
当
組
合
と
し
て
も

主
張
す
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と

主
張
す
べ
く
府
等
と
議
論
を
重
ね

て
、
少
し
で
も
こ
の
市
場
が
よ
り

良
い
形
で
発
展
し
て
い
き
ま
す
様

に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

が
発
生
し
、
業
界
と
し
て
は
依
然

息
苦
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
必
死
の

経
営
努
力
に
よ
り
何
と
か
持
ち
堪

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、 

 

今
後
、「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
の
返
済

期
限
が
本
格
的
に
到
来
し
、
ま
た
、

電
気
代
の
高
騰
等
に
よ
り
経
営
は

一
層
厳
し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。 

こ
う
し
た
厳
し
い
経
営
環
境
の

も
と
、
組
合
と
し
ま
し
て
は
、
組
合

員
の
皆
様
方
が
希
望
を
も
っ
て
商

売
に
専
念
し
、
難
局
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
最
大
限

の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

と
り
わ
け
、
高
騰
が
続
く
電
気

代
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
経
済

対
策
に
よ
る
減
額
制
度
の
実
効
性

も
見
極
め
な
が
ら
、
府
に
お
い
て

も
何
ら
か
の
支
援
措
置
を 

検
討

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
市
場
関
係

者
と
協
調
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

市
場
の
命
運
を
分
け
る
全
面 

建
替
え
は
、
販
路
拡
大
に
繋
が
る

絶
好
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
、「
品
質(

温
度)

管
理
」「
荷
の
流

れ(
使
い
勝
手)

」
「
加
工
機
能
の
充

実
」「
使
用
料
の
抑
制
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
組
合
員
の
意
見
が
十
分

に
反
映
さ
れ
、
全
国
に
誇
れ
る 

 

新
市
場
と
な
り
ま
す
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
組
合
運
営
に
対
し

一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
年
こ
そ
皆
様
方
に
と
り
ま

し
て
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
な
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

  



 

も
国
内
養
殖
物
の
高
値
推
移
、 

気
候
変
動
に
よ
る
天
然
魚
の
漁
獲

量
の
減
少
、
労
働
者
不
足
、
物
流 

コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
厳
し
い
環
境

下
で
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
FIFA
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
日
本
代
表
が
厳
し
い
状
況

下
で
も
組
織
力
で
困
難
を
打
開
で

き
る
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
た
こ

と
は
、
私
た
ち
に
も
大
変
勇
気
を

も
た
ら
せ
て
く
れ
た
出
来
事
で 

し
た
。 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
旧
年
中
に 

賜
り
ま
し
た
格
段
の
ご
支
援
、 

ご
協
力
に
対
し
、
心
よ
り
厚
く 

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
中
国
の
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ

政
策
に
よ
る
都
市
封
鎖
、
為
替
の

大
幅
な
変
動
な
ど
世
界
情
勢
が 

変
化
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
で
は

国
外
の
影
響
に
よ
り
、
車
を
は
じ

め
工
業
製
品
の
生
産
が
停
滞
し
、

輸
入
原
材
料
価
格
が
上
昇
し
ま
し

た
。
製
造
業
者
は
原
材
料
価
格
の

上
昇
を
理
由
に
値
上
げ
に
踏
み 

切
り
、
食
料
品
の
値
上
げ
は
年
間

２
万
点
を
超
え
ま
し
た
。
青
果
物

の
生
産
・
流
通
に
お
い
て
も
、
生
産

時
の
肥
料
・
農
薬
や
燃
料
費
な
ど

経
費
が
高
騰
し
生
産
者
の
経
営
を

圧
迫
し
て
い
ま
す
。 

政
府
・
日
銀
が
物
価
上
昇
率

２
％
目
標
を
掲
げ
て
二
十
年
が 

経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
後
半
に 

月
間
で
は
超
え
る
月
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
目
標
に
は
達
せ
ず
、 

金
融
緩
和
が
継
続
し
て
い
ま
す
。 

二
年
間
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ 

感
染
症
予
防
を
目
的
と
し
た
行
動

制
限
が
、
昨
年
後
半
か
ら
な
く
な

り
、
人
の
動
き
も
徐
々
に
戻
っ
て

き
て
い
ま
す
。
大
阪
で
は
令
和
7

年
４
月
に
万
国
博
覧
会
が
開
催 

さ
れ
、
華
や
か
な
機
運
が
高
ま
り
、

物
価
と
共
に
所
得
も
上
昇
す
る 

景
気
の
好
循
環
の
始
ま
り
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク

や
バ
ブ
ル
崩
壊
も 

乗
り

切
っ
て
き
ま
し
た
。
過
去
の
経
験

を
生
か
し
日
本
全
体
の
景
気
が 

良
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

年
頭
に
あ
た
り
、
関
係
各
位
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
尚

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

       

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

       

 
 

 
 

大
阪
北
部
中
央
青
果
㈱ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表
取
締
役
社
長 

三
木 

博
司 

市場だより（4） 第 371 号 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
果
大
阪
青
果
㈱ 
専
務
取
締
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
部
支
社
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北
部
支
社
長 

川
邊 

浩
一 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
５
年
の
新
春

を
迎
え
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
年
２
月
２
４
日
、
ロ
シ
ア
軍

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
5
年
の
新
春

を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第

7
波
の
猛
威
に
よ
る
感
染
拡
大
、

《新年特集》常駐代表者からの新年のご挨拶 

世
界
中
の
流
通
が
一
変
し
原
油

（
天
然
ガ
ス
）・
食
糧
・
原
材
料
費

の
価
格
高
騰
、
又
国
内
で
は
、
円
安

も
重
な
り
食
料
品
の
値
上
げ
が 

相
次
ぎ
ま
し
た
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

も
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
第
８

2
月
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、

24

年
ぶ
り
の
円
安 

水
準
等
で
輸
入
物
を
中
心
に
価
格

高
騰
と
な
り
、
水
産
卸
業
界
も 

大
変
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。 

国
内
水
産
物
の
状
況
に
於
い
て

波
に
入
り
行
動
に
対
す
る
不
安
感

は
未
だ
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー

ツ
の
世
界
で
は
、
冬
季
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
始
ま
り
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
カ
タ
ー
ル
２
０
２
２
と
日

本
選
手
団
の
活
躍
で
歓
喜
に
包
ま

れ
、
や
れ
ば
出
来
る
と
い
う
明
る

い
未
来
志
向
と
な
っ
た
の
で
は 

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

青
果
業
界
に
於
い
て
も
、
円
安
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
の
影
響
が
大
き

く
燃
料
・
電
気
代
金
の
高
騰
が 

私
共
の
経
営
を
圧
迫
し
、
又
産
地

に
於
い
て
も
資
材
・
肥
料
・
燃
料
費

の
高
騰
が
農
家
経
営
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
国
消
国
産
、
国
産

青
果
物
の
大
事
さ
を
認
識
し
、 

輸
入
品
に
頼
ら
な
い
食
生
活
構
築

に
移
行
す
る
時
期
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。 

 

令
和
５
年
よ
り
新
た
に
市
場
建

替
基
本
計
画
の
議
論
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
故
山
口
社
長
の
意
思
を

継
ぎ
植
田
社
長
の
下
で
将
来
を 

見
据
え
た
誰
も
が
使
い
や
す
い 

市
場
に
な
る
様
、
頑
張
っ
て
行
く

所
存
で
す
。 

我
々
市
場
は
日
本
の
食
を
守
る

唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
る
事
を 

自
負
し
、
時
代
に
合
っ
た
流
通 

構
築
の
為
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
日
々

改
善
」
に
取
り
組
み
、
皆
様
方
と 

共
に
市
場
発
展
の
為
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
尚

一

層
の 

 
 
 

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す 

 

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

さ
て
、
本
年
は
当
市
場
の
全
面

建
替
え
に
向
け
て
基
本
計
画
が
取

り
纏
め
ら
れ
る
大
変
重
要
な
年
に

な
り
ま
す
。
老
朽
化
し
た
施
設
を

刷
新
し
、
ハ
ー
ド
面
の
機
能
強
化

を
図
れ
ば
当
市
場
の
好
立
地
条
件

と
い
う
強
み
が
よ
り
い
っ
そ
う
発

揮
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

弊
社
も
基
本
計
画
の
合
意
形
成

に
向
け
て
積
極
的
に
意
見
を
申
し

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
建
替
え
完

了
ま
で
に
は

10

年
を
超
す
長
い 

年
月
を
要
し
ま
す
の
で
弊
社
も 

独
自
に
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
衛
生

管
理
、
品
質
管
理
の
高
度
化
を 

図
り
、
市
場
の
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー

ン
化
に
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
。 

関
係
各
位
の
皆
様
に
は
引
き 

続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て 

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 


